
1 月 20 日、井川中学校で

行われた茶道教室の様子。

高校受験を控え、心穏やか

に茶の湯でリフレッシュ。
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齋
藤
正
寧
井
川
町
長
逝
去

 

平
成
24
年
６
月
︑
井
川
町
議
会
定
例
会
で

一
般
質
問
に
答
弁
す
る
齋
藤
正
寧
町
長
。
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齋
藤
町
長
の
逝
去
を
悼
む
多
く
の
方
々

よ
り
葬
儀
へ
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
行
財
政
の
効
率
化
の
み
を
目
的

と
し
た
市
町
村
合
併
な
ら
ば
不
要
。

重
要
な
の
は
本
町
を
含
め
、
こ
の
地

域
が
将
来
に
わ
た
り
発
展
し
続
け
て

い
く
た
め
の
展
望
を
住
民
と
行
政
と

が
共
に
描
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

そ
の
議
論
が
足
り
な
か
っ
た
。」

こ
の
地
に
暮
ら
す
者
の
何
倍
も
町

の
将
来
を
案
じ
、
そ
し
て
誰
よ
り
も

こ
の
町
を
愛
さ
れ
た
齋
藤
正
寧
町
長

が
本
年
１
月
５
日
午
前
２
時
28
分
、

秋
田
市
内
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
74
歳
。

９
期
、
36
年
も
の
長
き
に
わ
た
り

井
川
町
長
を
務
め
ら
れ
た
同
氏
は
、

平
成
25
年
３
月
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
自
ら
肺
が
ん
を
患
っ
て
い
る

こ
と
を
公
表
。
以
来
、
投
薬
治
療
を

【
齋
藤
正
寧
氏 

略
歴
】

▽
昭
和
17
年
３
月
21
日

上
井
河
村
赤
沢
に
生
ま
れ
る

▽
昭
和
39
年
３
月

早
稲
田
大
学
第
一
政
経
学
部
卒
業

▽
昭
和
39
年
４
月
～
昭
和
45
年
12
月

秋
田
魁
新
報
社
に
勤
務

【
主
な
公
職
歴
】

▽
昭
和
46
年
４
月
～
昭
和
54
年
１
月

秋
田
県
議
会
議
員

▽
昭
和
54
年
３
月
１
日
～

井
川
町
長

▽
平
成
12
年
４
月
28
日
～

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
長

▽
平
成
17
年
６
月
10
日
～

　

秋
田
県
町
村
会
長

▽
平
成
23
年
７
月
～
平
成
25
年
７
月

全
国
町
村
会
副
会
長

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
末

に
体
調
を
崩
さ
れ
、
年
明
け
早
々
に

再
入
院
、
加
療
し
て
い
た
折
か
ら
の

訃
報
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
の
発
言
は
平
成
16
年
12
月
、

五
城
目
町
、
八
郎
潟
町
と
組
織
し
た

湖
東
三
町
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱
を

表
明
し
た
際
、
齋
藤
町
長
が
町
職
員

に
向
け
た
言
葉
で
す
。
行
政
側
の
都

合
に
よ
っ
て
市
町
村
合
併
が
推
し
進

め
ら
れ
た
状
況
を
憂
慮
し
た
上
で
、

町
の
発
展
を
強
く
願
う
思
い
の
丈
を

伺
わ
せ
た
一
幕
で
し
た
。

齋
藤
町
長
は
、
国
や
県
等
に
対
し

「
物
言
え
る
町
長
」
と
し
て
、
歯
に

衣
着
せ
ぬ
物
言
い
で
地
方
の
実
情
や

課
題
な
ど
を
訴
え
る
反
面
、
町
内
に

お
い
て
は「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会（
町

政
座
談
会
）」
等
を
催
し
、
精
力
的

に
町
民
と
交
流
し
、
意
見
や
要
望
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
町
勢
の

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
支

え
て
き
た
循
環
器
健
診
の
実
施
、
公

共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
施

設
、
町
道
、
町
営
住
宅
、
宅
地
造
成
、

診
療
所
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、
有
線
放

送
セ
ン
タ
ー
等
生
活
基
盤
施
設
の
整

備
、
Ｊ
Ｒ
新
駅
・
井
川
さ
く
ら
駅
の

開
設
、
全
国
初
の
認
定
こ
ど
も
園
と

し
た
井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
町
民

の
憩
い
の
場
・
日
本
国
花
苑
の
拡
張

整
備
、
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
の

実
施
、
産
業
の
振
興
、
圃
場
整
備
、

河
川
改
修
等
々
、
そ
の
功
績
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
54
年
２
月
の
初
当
選
以

来
、
連
続
９
期
36
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
井
川
町
長
を
務
め
ら
れ
、

町
政
の
安
定
及
び
町
勢
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
齋
藤

正
寧
氏
（
赤
沢
）
へ
、
こ
の
ほ
ど

井
川
町
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
齋
藤
氏
へ
の
本
称
号
の

授
与
は
、
１
月
６
日
に
行
わ
れ
た

井
川
町
議
会
全
員
協
議
会
に
て

同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

功
績
を
た
た
え
て

故
齋
藤
正
寧
町
長
へ

井
川
町
名
誉
町
民
称
号
を
授
与

齋藤 正寧 氏
（赤 沢）

１
月
10
日
、
生
前
の
齋
藤
町
長
が

本
町
の
発
展
を
託
す
人
材
の
育
成
を

期
し
、
改
築
整
備
事
業
に
心
血
を
注

が
れ
た
井
川
中
学
校
体
育
館
を
会
場

と
し
て
、
井
川
町
並
び
に
齋
藤
家
の

合
同
葬
儀
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ

れ
、
同
氏
の
逝
去
を
悼
み
、
多
く
の

功
績
を
偲
ぶ
大
勢
の
方
々
よ
り
ご
参

列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
故
齋
藤
正
寧
井
川
町
長

の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

3



■
申
告
が
必
要
な
方

▽
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
井
川

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
平
成
26
年
中
に
不
動
産
（
小
作
料

含
む
）、
農
業
、
営
業
、
年
金
等

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
方
で

所
得
税
に
係
る
確
定
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
方

・
給
与
所
得
者
で
あ
る
が
、
勤
務
先

か
ら
町
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
な
い
方

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
で
年
末
調

整
済
み
の
方
で
あ
っ
て
も
、
医
療

費
控
除
や
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

等
を
受
け
ら
れ
る
方

・
平
成
26
年
中
に
生
命
保
険
や
損
害

保
険
が
満
期
と
な
り
満
期
返
戻
金

収
入
の
あ
っ
た
方
や
、
死
亡
保
険

金
等
の
収
入
の
あ
っ
た
方

住
民
税
の
申
告
相
談
が

始
ま
り
ま
す

町
で
は
﹁
平
成
27
年
度
住
民
税
の

申
告
相
談
﹂
を
２
月
５
日
か
ら
３
月

16
日
ま
で
の
期
間
で
行
い
ま
す
。

申
告
さ
れ
る
方
は
必
要
書
類
等
を

持
参
し
て
、
指
定
し
た
日
時
に
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
通
知
書
は
世
帯
を
代
表

し
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
て
お
り

ま
す
が
、
所
得
の
あ
る
方
全
員
が
申

告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
い
た
だ
く
所
得
は
、
町
・
県

民
税
の
み
な
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険

税
の
所
得
割
課
税
や
他
の
保
険
料
等

算
定
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
所
得
の

状
況
を
よ
く
知
る
方
が
申
告
し
、
納

得
の
い
く
課
税
と
な
る
よ
う
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

同
時
に
所
得
税
確
定
申
告
書
の
受

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
は
税
務
署
か
ら
送

付
さ
れ
た
確
定
申
告
書
及
び
添
付
す

る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

▽
勤
務
先
で
年
末
調
整
済
み
で
給
与

以
外
に
所
得
の
な
か
っ
た
方

▽
収
入
は
年
金
の
み
で
、
年
額
が

１
０
３
万
円
以
下
の
方 

※
65
歳

以
上
の
方
（
昭
和
25
年
１
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
は
年
額
１
５
３
万

円
以
下

▽
税
務
署
へ
直
接
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
方
、
ま
た
は
国
税
電
子

申
告
シ
ス
テ
ム
（e-Tax

）
を
利

用
し
て
申
告
さ
れ
る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん
及
び
確
定
申
告
書
（
税
務

署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

て
い
る
方
）

②
平
成
26
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保

険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険

料
、
医
療
費
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書

③
給
与
所
得
者
は
、
勤
務
先
か
ら
交

付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
事

業
主
か
ら
の
支
払
証
明
書

④
自
営
業
の
方
は
、
営
業
所
得
計
算

書
及
び
仕
入
売
上
等
を
記
録
し
た

帳
簿
、
必
要
経
費
の
領
収
書

⑤
年
金
収
入
の
あ
る
方
は
、
公
的
年

金
及
び
年
金
基
金
や
企
業
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
役
場
総
務
課 

税
務
班

電
話 
８
７
４

－

４
４
１
４
／
有
線  

４
５
０
０

■
住
民
税
の
申
告
相
談
日
程
【
期
間 

２
月
５
日
（
木
）
～
３
月
16
日
（
月
）】

月　

日

対
象
町
内

会
場
・
時
間
等

２
月 

５
日
（
木
）
大
台　

井
内　
　
　
※

会
場
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

時
間
：
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
５
日
の
開
始
時
刻
は
午
前
９
時

30
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

６
日
（
金
）
井
内　

仲
台

９
日
（
月
）
大
麦　

寺
沢　

綱
木
沢

10
日
（
火
）
葹
田　

館
岡　

赤
沢

17
日
（
火
）
八
幡　

大
倉　

保
野
子

会
場
：
井
川
町
役
場 

大
会
議
室

時
間
：
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
会
場
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め

あ
ら
か
じ
め
対
象
町
内
を
指
定

し
て
お
り
ま
す
。

18
日
（
水
）
宇
治
木　

小
泉

19
日
（
木
）
小
泉　

新
間

20
日
（
金
）
今
戸

23
日
（
月
）
今
戸

24
日
（
火
）
小
今
戸

25
日
（
水
）
新
屋
敷　

さ
く
ら

26
日
（
木
）
街
道

27
日
（
金
）
街
道　

田
中

３
月 

２
日
（
月
）
羽
立

４
日
（
水
）
小
竹
花　
中
下
村　
上
村

５
日
（
木
）
坂
本　

大
野
地　

横
岡

６
日
（
金
）
海
老
沢

８
日
（
日
）
全
町

10
日
（
火
）

全
町

11
日
（
水
）

12
日
（
木
）

13
日
（
金
）

16
日
（
月
）
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【
確
定
申
告
】
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は
﹃e-Tax

（
国
税
電
子
申
告

納
税
シ
ス
テ
ム

）﹄
が
便
利
で
す

⑥
農
業
収
入
の
あ
る
方
は
、
収
支
の

内
訳
が
分
か
る
記
録
簿（
ノ
ー
ト
）

及
び
そ
の
根
拠
を
示
し
た
帳
票
や

必
要
経
費
の
領
収
書
な
ど

※
農
協
な
ど
農
産
物
販
売
先
か
ら
の

証
明
書
や
領
収
書
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

⑦
還
付
申
告
さ
れ
る
方
は
、
給
与
や

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
お
よ
び

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
井
川
町
に
住
所
登
録

し
て
い
ま
し
た
か
？

平
成
26
年
中
に
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

そ
の
収
入
は
農
業
に
よ
る
も
の
で
す
か
？

税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
ま
す
か
？

申
告
が
必
要
で
す

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

収
入
は
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
井
川
町
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

収
入
は
公
的
年
金
に
よ
る
も
の
だ
け
で
す
か
？

い
い
え

年
金
収
入
の
合
計
額
は
、

１
０
３
万
円
以
下
で
す
か
？

※
昭
和
25
年
１
月
１
日
以
前
に
、

生
ま
れ
た
方
は
１
５
３
万
円
以
下

わ
た
し
は
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
か
？

は 

い
は 

い

は 

い

い
い
え

い
い
え

は 

い
い
い
え 還

付
金
の
振
込
み
先
口
座
番
号
が

分
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

【
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
等
】

□
社
会
保
険
料
控
除

・
平
成
26
年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保

険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
な
ど
の
金
額
が
確
認
で
き
る

書
類

は 

い
い
い
え

は 

い

は 

い

い
い
え

い
い
え

□
生
命
（
地
震
）
保
険
料
控
除

・
平
成
26
年
分
の
控
除
証
明
書

□
医
療
費
控
除

・
平
成
26
年
中
に
医
療
機
関
へ
支
払

っ
た
金
額
が
確
認
で
き
る
領
収
書

・
高
額
医
療
費
給
付
金
や
医
療
保
険

か
ら
の
受
給
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
金
額
を
確
認
で
き
る
書
類

□
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

・
配
偶
者
・
扶
養
控
除
対
象
者
に
収

入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
人
の

平
成
26
年
中
の
収
入
金
額
が
わ
か

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
等
）

□
障
害
者
控
除

・
控
除
対
象
者
の
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど

※
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
方

で
、
右
記
の
障
害
者
手
帳
等
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
必
要
に

応
じ
て
役
場
町
民
課
で
交
付
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

・
平
成
26
年
中
に
住
宅
を
取
得
し
た

方
は
取
得
し
た
住
宅
に
係
る
登
記

事
項
証
明
書
、
契
約
書
、
借
入
金

に
係
る
12
月
末
の
残
高
証
明
書
、

源
泉
徴
収
票

□
そ
の
他
の
所
得
控
除

・
所
得
控
除
の
内
容
を
証
明
ま
た
は

確
認
で
き
る
書
類
な
ど

※
申
告
書
や
所
得
計
算
書
等
は
役
場

総
務
課 

税
務
班
に
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
会
場
に
つ
い
て

会
場
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
大
変

混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
ず
。

申
告
相
談
へ
お
い
で
い
た
だ
く

際
は
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
確
定
申
告
書
の

作
成
が
で
き
ま
す
。

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
、
金
額
等

を
入
力
す
る
こ
と
で
税
額
等
が
自
動

計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
及
び

贈
与
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算

書
な
ど
を
作
成
・
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
『e-Tax

』
の
利
用
可
能
時
間

・
平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

の
期
間
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を

除
き
ま
す
。（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

間
は
、
３
月
16
日
（
月
）
以
外
の

毎
週
月
曜
日	

午
前
０
時
～
午
前

８
時
30
分
を
予
定
。）

□
『e-Tax

』
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

受
付
時
間

・
平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
、

時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
。

・
電
話
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

／
０
５
７
０

－

０
１

－

５
９
０
１

※
全
国
一
律
に
、
市
内
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

□
『e-Tax

』
の
便
利
な
と
こ
ろ

①
自
宅
で
申
告
書
を
作
成
し
て
そ
の

ま
ま
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
所
得
税
額
か
ら
最
高
３
千
円
の
税

額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

の
内
容
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
提

出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
還
付
申
告
に
よ
る
還
付
処
理
が
、

よ
り
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
北
税
務
署

電
話 

０
１
８

－

８
４
５

－

１
１
６
１
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【
感
謝
状
】

▽
退
職
団
員

升
屋　

重
藏　
（
元
分
団
長
）

幡
宮　
　

功　
（
元
分
団
長
）

畠
山　

正
俊　
（
元
分
団
長
）

三
浦　
　

睦　
（
元
班
長
）

中
道　

喜
仁　
（
元
団
員
）

中
山　
　

渡　
（
元
団
員
）

▽
土
地
提
供
者

二
田　

重
義　
（
大
台
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▽
有
功
賞

第
２
分
団	

分
団
長	

櫻
庭　

新
一

第
６
分
団	

分
団
長	

伊
藤　

順
二

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）

本
部	

団
長	

遠
間　

富
和

第
７
分
団	

分
団
長	

小
林　
　

聡

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

第
７
分
団	

副
分
団
長	

小
林　

悦
夫

第
２
分
団	

部
長	

伊
藤　

一
仁

第
８
分
団	

団
員	

石
坂　
　

新

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

第
１
分
団	

部
長	

伊
藤　

靖
之

第
１
分
団	

班
長	

中
山　

嘉
信

第
３
分
団	

班
長	

伊
藤　
　

尚

【
井
川
町
長
表
彰（
年
間
無
火
災
表
彰
）】

３
年
間
無
火
災
表
彰	

第
１
分
団

３
年
間
無
火
災
表
彰	

第
４
分
団

２
年
間
無
火
災
表
彰	

第
３
分
団

２
年
間
無
火
災
表
彰	

第
５
分
団

２
年
間
無
火
災
表
彰	

第
７
分
団

２
年
間
無
火
災
表
彰	

第
８
分
団

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）

第
２
分
団	

班
長	

大
高　
　

誠

第
５
分
団	

部
長	

高
橋　

智
範

第
６
分
団	

団
員	

鈴
木　

康
二

第
６
分
団	

団
員	

三
浦　

匡
之

本
部	

団
員	

湊　
　

和
樹

【
秋
田
県
消
防
協
会

男
鹿
・
潟
上
・
南
秋
支
部
長
表
彰
】

▼
７
年
勤
続
団
員

第
３
分
団	

団
員	

高
橋　
　

保

第
５
分
団	

団
員	

渡
部　

一
輝

第
８
分
団	

団
員	

山
崎　

紀
幸

本
部	

団
員	

伊
藤　
　

修

▼
優
良
消
防
団
員

第
１
分
団	

団
員	

伊
藤
喜
佳
寿

第
２
分
団	

団
員	

小
武
海
貴
哉

第
２
分
団	

団
員	

遠
間　
　

功

第
４
分
団	

団
員	

齋
藤　

秀
定

第
５
分
団	

団
員	

勝
又　

勝
孝

第
５
分
団	

団
員	

渡
部　
　

一

１
月
４
日
、
平
成
27
年	

井
川
町

消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
、
分
団
旗

を
掲
げ
た
各
分
団
員
と
小
型
ポ
ン
プ

積
載
車
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
井
川
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

長
き
に
わ
た
っ
て
消
防
・
防
災
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
団
員
等
へ
感
謝
状
及

び
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
消
防

団
員
全
員
で
決
意
表
明
文
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
、誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平
成
27
年	

井
川
町
消
防
団
出
初

式
に
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

功
績
を
た
た
え
て 

※
敬
称
は
省
略
し
ま
す
。

井
川
町
消
防
団

出
初
式
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井
川
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
募
集
し
ま
す

□
募
集
期
間

平
成
27
年
２
月
９
日
（
月
）

〜
２
月
23
日
（
月
）【
必
着
】

□
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
町
に
住
所
を
有
す
る
方

・
町
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

・
町
に
通
勤
す
る
方

□
閲
覧
場
所

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
役
場
町
民
課
及
び
井
川
町
教
育
委

員
会
、
井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

□
意
見
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
意
見
内
容
を
記
入
の
上
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
役
場
町

民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
直
接
提
出
す
る
場
合

役
場
町
民
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
で
の
提
出
先

〒
０
１
８

－

１
５
９
６

北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78

－

１

井
川
町
役
場 

町
民
課 

住
民
生
活
班

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
提
出
先

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８

－

８
７
４

－

２
８
９
４

▽
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出
先

tyoum
in@

tow
n.akita-ikaw

a.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場
町
民
課 

住
民
生
活
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
６
／
有
線 

４
４
４
１

本
町
の
子
ど
も
人
口
が
減
少
し
続

け
る
中
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
育
つ
環

境
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た

め
、
町
で
は
保
育
施
設
、
学
校
等
関

係
機
関
、
家
庭
や
地
域
な
ど
社
会
全

体
で
子
育
て
支
援
を
総
合
的
・
一
体

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
井
川

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
井
川
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
審
議
を
踏
ま
え
、
井
川

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
計
画
策
定
の
趣
旨

少
子
高
齢
化
の
進
行
、核
家
族
化
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
、
保
護
者
の

就
労
状
況
な
ど
子
育
て
家
庭
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
等
、
子
ど
も

と
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は
そ
の

時
代
ご
と
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
17
年
３
月
に
策

定
し
た
「
井
川
町
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
（
前
期
計
画
）」
及
び
平

成
22
年
３
月
に
策
定
し
た
同
計
画

（
後
期
計
画
）
に
基
づ
き
、
次
代
の

地
域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
環

境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

の
一
方
で
、
子
ど
も
や
子
育
て

家
庭
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
急
速

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生

ま
れ
、
か
つ
育
つ
環
境
の
整
備
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
社
会
全
体

で
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
指
し
て
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
計
画
の
位
置
づ
け

こ
の
計
画
は
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
」
第
61
条
に
基
づ
く
市
町

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

で
あ
り
、
本
町
の
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
地
域
全
体

で
支
援
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
づ
く

り
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、「
質
の
高
い
幼
児
教
育
及
び

保
育
の
総
合
的
な
提
供
」、「
保
育
の

量
的
拡
大
と
確
保
、
教
育
と
保
育
の

質
的
改
善
」、「
地
域
の
子
ど
も
及
び

子
育
て
支
援
の
充
実
」
を
目
指
す
も

の
で
す
。

◎
計
画
の
期
間

こ
の
計
画
の
策
定
期
間
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５

年
間
と
し
ま
す
。

◎
基
本
方
針

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か

に
、
か
つ
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
支
え
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
が
子
育
て
の
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
る
子
育
て
環
境
を

目
指
し
ま
す
。

子
も
親
も
　地
域
と
も
に
　育
つ
ま
ち

井
川
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
︵
案
︶
へ

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

人
々
と
の
出
会
い
や
様
々
な
世
代
間

交
流
を
推
進
し
、
地
域
全
体
で
子
育

て
の
楽
し
さ
と
大
変
さ
を
分
か
ち
合

う
中
で
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
保
育
施
設
や
学
校
等

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
家
庭
や
地

域
等
が
求
め
る
多
様
な
子
育
て
支
援

や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
子
育
て
支
援

社
会
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
基
本
視
点

①
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

心
豊
か
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と

︹
子
ど
も
︺

②
す
べ
て
の
親
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
こ
と

︹
親
︺

③
地
域
み
ん
な
が
支
え
合
い
子
育
て

を
温
か
く
見
守
る
こ
と
︹
地
域
︺
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1/ 25
井川町婦人会きらめき女性のつどい
この日、井川町婦人会主催『きらめき女性
のつどい』が農村環境改善センターを会場に
行われ、約 80人の会員が集いました。
会では現在、小・中一貫校実施計画の取り
まとめにあたる、大石勤井川町教育長による
講話が行われ、少子化社会を迎えた本町学校
教育の現状と将来目指すべき学校像について
学んだ参加者らは、地域の教育資源の結集に
向けて思いを強められていました。

1/ 20
新たな船出に向け、心穏やかに

井川中学校茶道出前講座

この日、中学校卒業及び高校受験を間近に
控えた井川中 3年生を対象として、日本の
伝統文化にふれてほしいと遠州流茶道秋田東
支部の皆さんによるお茶会が催されました。
節目の季節を迎えようとする生徒たちは、
お茶の点て方やお点前をいただくときの作法
を学ぶなど心穏やかにリフレッシュした笑顔
を見せていました。

１
月
18
日

井
川
町
新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
結
果

会
場
／
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
囲
碁
の
部
】

１
位	

遠
藤　

政
勝
（
今	

戸
）

２
位	

細
川　

隆
文
（
街	

道
）

３
位	

伊
藤　

嘉
道
（
羽	

立
）

【
将
棋
の
部
】

１
位	

田
仲　

正
悦
（
潟
上
市
／　
　
　

ス
ズ
キ
部
品
秋
田

）

２
位	

湊　
　

冨
夫
（
坂	

本
）

３
位	

猿
田　

脩
一
（
五
城
目
町
／　
　

ス
ズ
キ
部
品
秋
田

）

秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
で

県
内
市
町
村
中
、
第
１
位
を
記
録

こ
の
ほ
ど
平
成
26
年
秋
田
県
飲
酒
運
転

追
放
等
競
争
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
本
町

は
県
内
25
市
町
村
中
、
第
１
位
（
飲
酒
運

転
違
反
０
件
、
飲
酒
運
転
事
故
０
件
、
飲

酒
以
外
死
亡
事
故
０
件
）と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、
平
成
25
年
は
、
平
成
24
年
結
果

の
第
１
位
か
ら
一
転
し
、
全
県
最
下
位
を

記
録
。
井
川
町
交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め

関
係
機
関
が
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

に
向
け
て
草
の
根
活
動
を
続
け
た
成
果
が

結
実
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
今
後
も
飲
酒

運
転
の
追
放
に
努
め
、
安
全
安
心
な
地
域

社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

1/ 8
湖東３町商工会新春賀詞交歓会
湖東３町商工会による新春賀詞交歓会が、
井川町農村環境改善センターで行われ、会員
約 120 人が出席し、地域経済の活性に向け
て思いを新たにしました。
式では、同会の加藤政光会長が「地元企業
の成長なくして、地域の発展はない。今後も
企業としてたゆまぬ努力を祈念する」と年頭
のあいさつを述べられたほか、永年勤続優良
従業員表彰などが行われました。
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平
成
27
年
２
月
１
日
付
け
で
、
井
川
町

消
防
団
団
長
及
び
副
団
長
が
改
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9-1

遠間 富和さん
（田 中／再任）

三浦 公徳さん
（井 内／新任）

9-2

児玉 武夫さん
（海老沢／再任）

9-3
◇
井
川
町
消
防
団
副
団
長

◇
井
川
町
消
防
団
団
長

井
川
町
消
防
団

団
長
及
び
副
団
長
を
改
選

1/11
第 50 回全町バスケットボール

・フリースロー大会
【バスケットボール大会】

□１部トーナメント（参加４チーム）
優　勝　火消隊
準優勝　ワラジーズ

□２部トーナメント（参加４チーム）
優　勝　井川OG
準優勝　井川中女子バスケ部

【スリーポイント・フリースロー大会】
□スリーポイント

男子	 小武海佑人（新屋敷）
女子	 幸村　朋美（富美男先生と　　

ゆかいな仲間たち）
□フリースロー（男子）
学生～29歳	 鎌田　朋大（火消隊）
30～39歳	 半田　秀人（街　道）
40～49歳	 小武海大介（新屋敷）
50～59歳	 伊藤　秀人（小　泉）
□フリースロー／女子
学生～29歳	 安田　夏音（寺　沢）
30歳以上	 森田　陽子（小今戸）

1/25
第29回全町オープンバレーボール大会
第16回全町ソフトバレーボール大会
【オープンバレーボール大会】
□男女混合の部（参加７チーム）
優　勝　M.V.C	②
準優勝　M.V.C	①

【ソフトバレーボール大会】
□トリムの部（参加　　10 チーム）
優　勝　M.V.C	チームＣ
準優勝　翠香苑Ｂ

□小学生トリムの部（参加２チーム）
優　勝　井川っ子 R･A･S･I･K
準優勝　チーム CRONY

スポーツの結果です
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あ
な
た
の
学
業
を
応
援　

町
奨
学
基
金
（
前
期
）
貸
付
申
請
を
受
付
し
ま
す

町
で
は
、
教
育
振
興
と
住
民
福
祉
の
一
環

と
し
て
有
用
な
人
材
の
育
成
と
進
学
な
ど
の

就
学
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に

奨
学
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
方

井
川
町
住
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
、
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
良
で
あ
る
こ
と

・
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
方

・
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

□
貸
与
額

・
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
生

自
宅
外
通
学	

月
額	

３
５
、０
０
０
円　

自
宅
通
学	

月
額	

２
５
、０
０
０
円　

入
学
初
年
度	

	

３
０
０
、０
０
０
円　

・
高
校
生
等	

月
額	

１
５
、０
０
０
円　

入
学
初
年
度	

	

１
０
０
、０
０
０
円　

□
貸
与
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
正
規
の
就
学
期
間

□
申
請
に
必
要
な
書
類
等

・
奨
学
金
貸
与
申
請
書

・
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
証
明
書
（
写
し
）

・
保
証
人
及
び
保
護
者
家
族
調
書

・
申
請
者
の
住
民
票
謄
本

・
世
帯
お
よ
び
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

※
継
続
の
場
合
は
省
略
で
き
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

□
申
込
み
の
受
付
期
限

　

平
成
27
年
４
月
10
日
（
金
）【
前
期
分
】

□
返
還
方
法

①
卒
業
し
た
と
き
、
奨
学
金
の
貸
与
契
約
が

解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の
翌
月
か

ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
を
２
倍
し
た
月
数

内
に
月
賦
で
返
還
（
無
利
子
）

②
月
額
貸
与
及
び
入
学
金
等
の
貸
与
を
受
け
た

場
合
は
、
①
に
12
カ
月
を
加
算
し
た
期
間

③
入
学
金
等
の
み
貸
与
を
受
け
た
場
合
は
、

24
ヶ
月
以
内
で
償
還

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
４
／
有
線 

４
５
３
８

【
選
挙
】
井
川
町
長
選
挙
及
び
井
川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

井
川
町
長
の
死
去
に
伴
う
町
長
選
挙
及
び

井
川
町
議
員
の
欠
員
に
伴
う
議
会
議
員
補
欠

選
挙
を
行
い
ま
す
。

◆
告
示　

平
成
27
年
２
月
10
日
（
火
）

◆
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

平
成
27
年
２
月
15
日
（
日
）

□
投
票
所

第
一
投
票
所
井
川
町
公
民
館
井
内
分
館

第
二
投
票
所
井
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
三
投
票
所
井
川
町
民
体
育
館

第
四
投
票
所
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

第
五
投
票
所
井
川
町
今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
投
票
は
午
前
７
時
に
開
始
し
、
午
後
７
時

に
終
了
し
ま
す
。

□
立
候
補
の
届
出
に
つ
い
て

立
候
補
の
届
け
出
は
、
２
月
10
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
役
場

大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

□
期
日
前
投
票 

（
期
間
：
２
月
11
日
～
14
日
）

告
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
井
川
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
役
場
１
階
住
民
相
談
室
）
で
期
日
前

投
票
を
行
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

※
期
日
前
投
票
を
行
う
際
は
、
郵
送
さ
れ
た

入
場
券
（
は
が
き
）
裏
面
の
記
載
事
項
に

あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
来
場
く
だ
さ
い
。

□
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
（
施
設
）
に

入
院
（
入
所
）
中
の
方
は
、
病
院
等
で
不

在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
郵
便
投
票 

（
請
求
期
限
：
２
月
11
日
）

身
体
障
害
者
手
帳
（
重
度
の
障
害
）
所
持

者
、
ま
た
は
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要

介
護
５
の
方
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
井
川
町
選
挙

管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
７
７

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

２月

く

情
らし

報
の
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２月の
　１日（日）合同厄払い・還暦祭

（井川町農村環境改善センター）

　５日（木）～１０日（火）
	 	 住民税申告相談

（コミュニティセンター）

　７日（土）わんぱく雪まつり
（井川町農村環境改善センター前広場）

１０日（火）井川町長選挙及び
井川町議会議員補欠選挙告示日

１５日（日）井川町長選挙及び
井川町議会議員補欠選挙投票日

１７日（火）～３月１６日（月）
	 	 住民税申告相談

（井川町役場会議室）

２６日（木）農業委員会総会
	（井川町役場会議室）

「
国
民
年
金
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
並
び
に
住
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
（
非
課
税
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
等
の
手
続
き
に
お
い
て
、
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
さ
れ
る
際
は
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は

昨
年
11
月
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
昨
年
10
月
１
日
以
降
に
初
め

て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
７

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

車
間
距
離
は
十
分
に

４
つ
の
『
ゆ
』
を
意
識
し
て
、
ス
リ
ッ
プ

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
っ
く
り
】　

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

速
度
が
速
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
止
ま
る

ま
で
の
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
っ
た
り
】　

車
間
距
離
は
十
分
に

冬
道
は
、
乾
燥
し
た
路
面
と
同
じ
よ
う
に

止
ま
る
こ
と
は
で
き
せ
ん
。
車
間
距
離
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
と
り
】　
『
急
』
の
つ
く
運
転
は
厳
禁

急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
発
進
等

『
急
』
の
つ
く
運
転
は
ス
リ
ッ
プ
の
も
と

で
す
。
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
ゆ
だ
ん
た
い
て
き
】　

油
断
大
敵

一
見
す
る
と
分
か
ら
な
く
て
も
、
実
は
凍

結
し
て
い
る
道
路
も
あ
り
ま
す
。
冬
道
は

油
断
大
敵
で
す
。

水
道
管
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
と
な
っ
た

り
、
日
中
の
気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る
真
冬

日
が
続
く
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
特
に
住
宅
の
北
側
で
日
が
当
た
ら
な

い
場
所
や
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
設
置

さ
れ
て
い
る
水
道
管
な
ど
は
凍
結
に
注
意
が

必
要
で
す
。
水
道
蛇
口
の
水
抜
き
を
行
い
、

水
道
管
凍
結
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
水
抜
き
の
際
に
元
栓
を
し
っ
か
り

と
閉
め
て
お
ら
ず
、
凍
結
が
ゆ
る
ん
だ
後
で

思
わ
ぬ
漏
水
を
招
い
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

水
抜
き
作
業
を
行
う
際
は
、
正
し
い
方
法
で

し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
水
道
課

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
１
／
有
線 

４
４
２
２

景
気
低
迷
に
よ
る
町
民
生
活
へ
の
影
響
に

対
処
す
る
た
め
、
現
在
、
町
で
は
灯
油
等
購

入
費
の
助
成
申
請
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の
方
は
、
お

忘
れ
な
く
、
役
場
町
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
支
給
条
件
、
対
象
と
な
る
世
帯
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
か
わ
１
月
号

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
町
内
へ
全
戸
配
布

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
申
請
受
付
期
限　
２
月
16
日
（
月
）

□
支
給
金
額　

一
世
帯
に
つ
き	

１
万
円

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
２ 

灯
油
等
購
入
費
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
指
名
参
加

資
格
申
請
書
類
を
受
付
け
し
ま
す

町
で
は
、
平
成
27
・
28
年
度
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
申
請
書
類
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

□
受
付
期
間

２
月
２
日
（
月
）
～
２
月
27
日
（
金
）

（
郵
送
提
出
可
）

□
提
出
書
類

提
出
書
類
は
、
国
土
交
通
省
ま
た
は
県
統

一
様
式
（
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
と
じ
）
と
し
、

納
税
証
明
書
（
未
納
額
の
な
い
も
の
）
等

を
添
付
す
る
こ
と
。

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
】

井
川
町
役
場 

総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
６
２
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井川町公民館図書室には
暮らしに役立つ本があります

わんぱく雪祭り

冬の楽しい遊びがいっぱい。誘い合って参加しよう！

□日時　2月 7日（土）午前 8時 45分～正午ころ
□場所　井川町農村環境改善センター前庭付近
□内容（予定）

○昔遊びと生活体験（馬そり、餅つき）

○雪と遊ぶワークショップ（雪中綱引き、

みかん探し、パラシュートキャッチ）

○屋台コーナー（お餅、玉コン、うどん等）

□申込み　各町内育成会へ事前申込みしてください。
当日券も若干、用意しております。

あつまれ！ いかわっこ in 泉岳集会所
～こけし絵付け体験～

こけしの絵付けを体験して、世界に一つ、自分だけの

オリジナルこけしを作ってみませんか？

□日時　2月 28日（土）午後 1時 30分～
□会場　泉岳地区集会所
□持ち物　絵具セット、絵筆、タオル（絵筆の水分を

取るもの）

□募集人数　30人
□参加費　申込み時に泉岳地区集会所厚生員へお問い

合わせください。

□申込み　2月 14 日（土）までに泉岳地区集会所へ
参加費を添えてお申込みください。

【泉岳地区集会所】有線3577

町民ギャラリー

「書 親 会 展」
書親会による書道展です。

期間　2 月 3 日（火）～ 2 月 27 日（金）

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室

 4 日､ 11 日､ 18 日､ 25 日
（毎週水曜日）

初級コース 18：30 から
中級コース 19：30 から

井川町公民館

和太鼓サークル 14 日、28 日（土）17：00 から 井川町公民館

２月の公民館活動

いきいき町民セミナー
～ひし餅・甘酒をつくろう～

ひなまつりの時期に合わせ、一般の方を対象とした

手軽にできる「ひし餅・甘酒」づくり講習を開催し

ます。

これにより、ご家庭でも子どもと一緒に簡単に作る

ことができます。日本伝統のお祝い行事のあり方を

学ぶ、この機会にぜひご参加ください。

□日時　2月 27日（金）
午前 9時 30分～午前 12時予定

□会場　井川町公民館（農村環境改善センター）
□対象及び募集人員

一般大人 15名程度

※定員になり次第締め切ります。

□持ち物　エプロン
□参加費　材料代を当日徴収します。（数百円程度）
□申込締切り　2月 16日（月）
□参加申込み及びお問い合わせ

井川町教育委員会 生涯学習班
電話874-4422／有線4443

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

井川町公民館（井川町農村環境改善センター）
２階にあります図書室には、あなたの暮らし
に役立つ情報が沢山あります。利用可能な時間
は午前９時から午後５時まで（月曜定休）。

TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

のいい顔 み～つけた！街
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『心配ごと相談』開催のお知らせ 

どこに相談したら良いか分からない
など、日常の困りごとについて相談に
応じます。事前予約は不要です。
□日時　2月17日（火）9:30-12:00
□会場　井川町健康センター
□相談員　井川町民生児童委員

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

司法書士による『無料相談会』を開催

司法書士による相続、贈与、売買、
借金、多重債務などの相談会を実施
します。相談する際は事前の予約が
必要です。※毎月第３木曜日実施
□日時　2月19日（木）13時～16時
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

『自然観察会・体験教室』のご案内

□内容　段ボールでくんせい作り
□日時　2月8日（日）10時～12時
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）
※参加費は無料です。開催日１か月前

より参加申込みを受付します。
【問い合わせ】秋田県環境と文化のむら

電話018-852-2202

『読書のつどい 2015 春』
あゆかわのぼる氏講演会を開催します
□日時　2 月 28 日（土）

13：30 ～ 15：00
□会場　秋田市文化会館５階大会議室

（秋田市山王）
□講師　あゆかわのぼる 氏

（詩人・エッセイスト）
□演題　「本を読むときめき

未来図を描く楽しみ」
□その他　入場無料。先着 200 名。

※事前の申込みが必要です。
【問い合わせ】

秋田県 総合政策課 県民読書推進班
電話 018-862-5200

平成 27 年４月１日より
パートタイム労働法が改正されます
パートタイム労働者の公正な待遇を
確保し、納得して働くことができる
ようにするため、パートタイム労働
法が変わります。
・正社員との差別的取扱いが禁止さ
れるパートタイム労働者の対象範
囲が拡大されます。

・パートタイム労働者を雇い入れた
ときは、実施する雇用管理の改善
措置の内容について事業主の説明
義務が新設されます。

【問い合わせ】秋田労働局雇用均等室
電話 018-862-6684

運輸局窓口での自動車の登録手続き
年度末を待たずにお早めに！

年度末、運輸支局の自動車検査・登録
窓口は自動車税課税基準日（4 月 1 日）
前の名義変更や抹消登録手続き申請の
増加により大変混雑します。
自動車の諸手続きを予定される方は、
比較的混雑の少ない 3 月上旬頃まで
に手続きをお済ませくださいますよう
ご協力をお願いします。

【問い合わせ】東北運輸局秋田運輸支局
電話050-5540-2012

秋田被害者支援センターでは
ボランティア支援員を募集しています
公益社団法人秋田被害者支援センター
は、犯罪や事故等に遭われた被害者と
そのご家族の悩みの軽減や心のケアを
目的に、ボランティアの支援活動員に
よる電話相談、法廷や病院等への付き
添い支援等を行っております。
センターでは、支援活動をさらに強化
するためにボランティア支援員を募集
します。
□募集する支援活動員　約 10 名
□応募資格　20 歳以上の心身ともに
健康な方（性別不問）で、支援活動に
必要な知識習得の専門研修（概ね 100
時間）を受講可能、支援活動できる方

【問い合わせ】秋田被害者支援センター
電話018-893-5935

「定期救命講習」のお知らせ
□内容　AEDを用いた心肺蘇生法
□日時　2月 15日（日）

午前 9時～ 12時
（毎月第３日曜日に実施）

□場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。受講希望者は前々
日（13日）までに申込みください。

【問い合わせ】湖東地区消防本部
電話 018-874-2420

2015年農林業センサスを実施します
農林水産省では、平成 27年２月１日現在で、「2015年
農林業センサス」統計調査を実施します。この統計調査
の対象となる農林業経営者（農家等）の皆さんにおかれ
ましては、調査へのご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】役場総務課  総務班
電話 018-874-4411 ／有線 4577

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
２
８
２

◆
今
月
の
問
題

① 

住
民
税
の
申
告
相
談
期
間
は
、
○
月
○
日

か
ら
○
月
○
日
ま
で
し
ょ
う
か
？

② 

平
成
26
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争
の

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
井
川
町
は
全

県
25
市
町
村
、
何
位
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

 

２
月
20
日
（
金
） 

消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は 

① 

羊
（
ひ
つ
じ
）
年
、
② 

農

林
業
セ
ン
サ
ス
で
し
た
。

今月のお知らせ
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ひろば
みんなの

イ ー サ のン

楽しい英会話

井川短歌会詠草

14-2

武塙 結月さん（井 内）

母や祖母のような美容師
になり、お客さんを笑顔
にします。

14-3

藤田 羽奈さん（羽 立）

病気で苦しんでいる人を
助けられるお医者さんを
目指します。

14-1

武塙 海咲さん（大野地）

保育士になって、子ども
たちをお世話したり、笑
顔にします。

Like Japanese parents, parents in other countries choose 
names with special meaning for their children. 

日本人の親と同じように、外国人の親も意味のある名前を
選んで子どもに名付けます。

Dialogue

 Nate ： Emily, what does your name mean?

 ネート ： エミリー、君の名前の意味は何かな？

 Emily ：  My name comes from Latin. It means “excellent”. 
What about your name, Amanda?

 エミリー ：  私の名前はラテン語が由来なの。「優れた」とい
う意味だわ。アマンダは？

 Amanda ：  My name means “charming”. It comes from Latin 
too.

 アマンダ ：  私の名前は「愛嬌がある」を意味するわ。それ
もラテン語が由来なのよ。

 Nate ：  My name comes from Hebrew. It means “gift”.

 ネート ：  僕の名前はヘブライ語から来たのさ。「神からの
贈り物」という意味だよ。

 Amanda ：  I wonder why English speakers’ names come 
from other languages….

 アマンダ ：  なぜ英語を話す人の名前は外国語を由来とする
のかな。

Foreign Names

外国人の名前
笑
み
た
た
え
卒
園
の
児こ

の
親
達
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
手
渡
し
し
君
の
若
き
日 

遠
藤
由
美
子

食
卓
に
ほ
の
か
に
香
る
七
草
の
粥
を
戴
き
古
代
を
偲
ぶ 

児
玉
千
代
子

降
る
雪
に
心
乗
せ
れ
ば
窓
に
咲
く
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
赤
に
夢
覚
め
る 

斎
藤

　節
子

裸
木
に
雪
の
華
咲
く
今
朝
の
庭
こ
の
清
し
さ
を
誰
に
語
ら
ん 

伊
藤
ミ
ヤ
子

弔
辞
よ
む
人
の
か
な
し
み
伝
わ
り
来
波
よ
せ
る
ご
と
喪
服
の
ゆ
る
る 

小
林

　康
子

友
か
ら
の
み
や
げ
の
マ
フ
ラ
ー
巻
き
て
ゆ
く
年
の
初
め
の
小ち

さ
き
集
い
に 

遠
藤
惠
美
子

鮭
焼
き
て
食
事
準
備
を
終
え
た
れ
ば
入
院
の
夫
の
夕
餉
を
思
う 

渡
辺

　京
子

泰
然
と
座
す
る
ご
と
く
に
構
え
た
る
俎
山
は
雪
に
煙
り
ぬ 

斎
藤
冨
美
男

宇
宙
探
査
の
ス
タ
ッ
フ
ら
揃
い
て
神
官
に
祓
わ
れ
て
い
る
を
見
て
驚
き
ぬ 

す
ず
き
い
さ
む
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保健だより・子育て情報
ぼくたち、むしば なかったよ １歳６か月児健診で、むし歯のなかったこどもたちです。

15-3 15-2

清水心
み よ う

陽ちゃん
（さくら）

澤田石大
お お が

雅ちゃん
（街 道）

15-1

石井美
み お り

織ちゃん
（街 道）

15-5

渡部朱
し ゅ り

俐ちゃん
（さくら）

15-4

菊地那
な ゆ

結ちゃん
（羽 立）

保健だより● ２月分「わいわい広場」さくらっこ
☆ 2 月の予定  （時間 9：30 ～ 11：30）
開催日 場	所（内	容）
3日（火）

5日（木）
6日（金）

こどもセンター

▲

こどもセンター「豆まき会」

農村環境センター
浜井川地区集会所

9日（月）
12日（木）

13日（金）

健康センター
健康センター

▲

「おひな様」を作って遊ぼう

（10：30～ 11：00）

農村環境改善センター
16日（月）
19日（木）
20日（金）

健康センター
こどもセンター
農村環境改善センター

23日（月）
26日（木）
27日（金）

健康センター
健康センター
浜井川地区集会所

※わいわい広場はイベントの申し込みに関係なく
利用できます。

※２人のスタッフがお待ちしております。
※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

定期予防接種のお知らせ
□予防接種の種類　ＭＲワクチン接種、ＢＣＧ予防接種、三種混合
予防接種、四種混合予防接種、不活化ポリオワクチン接種、

日本脳炎予防接種、小児用肺炎球菌ワクチン接種、ヒブ（Hib）

ワクチン接種、水痘ワクチン接種

※子宮頸がん予防ワクチン接種（ヒトパピローマウイルス予防接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。

□実施場所　井川町診療所　電話 874-2215 ／有線 4391

□実 施 日　毎週水・木曜日（受付時間は申込み時に確認して下さい）

□実施方法　接種希望日の１週間前までに井川町診療所へ要予約

※診療所以外での接種を希望される場合は、井川町健康センターへ
ご相談ください。

【問い合わせ】井川町健康センター  電話 018-874-3300 ／有線 4455

外は寒くても、輝くエネルギーを詰め込み、
ますますパワー全開のこどもたち。大人も
負けてはいられません。
2 月３日は「豆まき会」、そして３月３日
は「ひなまつり会」です。こどもセンター
のお友達と一緒に楽しみましょうね。

▲角を付けて子鬼に変身。豆まき会の
　準備はできたかな？

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話 874-4151 有線 4305

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

2 月 2 日
16 日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

３歳児健診・すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

2 月 6 日
（金）

３ 歳 児
健 診

H23 年 6 月
～ 9 月生まれ児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

2月20日
（金）

す く す く
学 級

H26 年
11 月生まれ児

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
H26年10月、7月、
4 月、2 月生まれ児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７か月児（H26 年 7 月生）は離乳食指導があります。１時までに受付をお済ませ下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生

医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 16：30

検診当日は 8：00 までに病院２階健康センターへ

病院 ･ 福祉活動室

電話 880-3013

食生活改善推進員養成講座・食生活改善推進協議会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

2月24日
（火）

・レクダンス
・反省会

9：30 ～ 13：00
農環センター
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特
別
寄
稿

慶 弔 だより
（12/21～1/20届出）

□お誕生おめでとう

小林　	蘭
らん

	（英紀・雅子）

□ご結婚おめでとう

♡田口　雄悦（さくら）
　水戸谷彩子（仙北市）

□お悔やみ申し上げます

鈴木トキヱ（88歳・新　間）

金野　鐵男（86歳・寺　沢）

武塙　兵司（92歳・大　台）

伊藤　善光（65歳・今　戸）

二田　東一（78歳・坂　本）

お願い：慶弔だよりに氏名等の掲載を
希望されない方は届け出の際に『戸籍
窓口』へ申し出ください

人口などの動き
（１月１日現在）

人　口　男　2,436 人（	－ 53）
女　2,719 人（	－ 35）
計　5,155 人（	－ 88）

世帯数	 1,755 戸（－	 3）

（　）内は前年同月との比較

施設の利用状況（12月）
(　　) 内は４月からの累計	

■町内無料巡回バス	 3,035 人（	 23,359 人）
■環境改善センター	 732 人（	 10,008 人）
■町民体育館	 821 人（	 11,333 人）
■町民武道館	 443 人（	 5,185 人）
■町営野球場	 －	人（	 2,389 人）
■スポーツ交流館	 832 人（	 2,236 人）
■定住促進センター	 1,279 人（	 11,211 人）
■日本国花苑施設	 －	人（	 12,269 人）
■老人福祉センター	 1,089 人（	 11,192 人）
■ごみ処理場	 81 ｔ（	 760 ｔ）
■し尿処理場	 23	 kl（	 252	kl	）

善 意
□地域福祉基金へ

・寺沢町内の金野ミツ子さんより

亡夫、鐵男さんの香典返しとして

― ありがとうございました ―

齋
藤
正
寧
町
長
を
悼
む三

浦　

衛

齋
藤
正
寧
（
さ
い
と
う
・
ま
さ
や
す
）

町
長
が
本
年
一
月
五
日
の
朝
、
秋
田
市

の
病
院
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
享

年
七
十
四
。

齋
藤
氏
は
上
井
河
村
赤
沢
出
身
。
人

情
家
で
よ
く
村
民
と
の
座
談
会
を
開
き

村
政
に
反
映
さ
せ
た
と
い
う
祖
父
の
多

十
郎
、
井
川
線
バ
ス
の
運
行
、
国
保
事

業
の
開
始
、
診
療
所
の
整
備
な
ど
、
村

の
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
る
こ
と

に
尽
力
し
た
父
の
正
作
に
つ
づ
い
て
首

長
と
な
り
、
九
期
三
十
六
年
の
任
期
を

二
か
月
残
し
て
の
生
涯
だ
っ
た
。

三
十
六
年
前
と
い
え
ば
、
私
は
大
学

生
で
、
ち
ょ
う
ど
町
を
離
れ
た
時
期
と

重
な
る
。仙
台
に
あ
る
大
学
を
卒
業
し
、

横
須
賀
の
高
校
で
社
会
科
教
員
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
、
東
京
の
出
版
社
に
勤

務
す
る
も
、
明
日
か
ら
十
一
年
目
に
入

る
と
い
う
前
日
に
会
社
が
倒
産
し
、
路

頭
に
迷
っ
た
。
す
で
に
四
十
歳
を
越
し

て
お
り
、
再
就
職
が
難
し
い
と
考
え
、

え
い
っ
、
そ
れ
な
ら
自
分
で
つ
く
っ
て

し
ま
え
と
い
う
わ
け
で
仲
間
と
会
社
を

創
業
し
た
。
今
か
ら
五
年
前
、
十
周
年

を
期
し
、
著
者
、
業
者
、
関
係
各
位
へ

の
感
謝
の
意
を
こ
め
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

い
た
際
、
齋
藤
町
長
に
招
待
状
を
お
送

り
し
た
。
我
が
身
の
至
ら
な
さ
を
さ

ら
す
よ
う
で
恥
ず
か
し
い
の
だ
が
、
正

直
に
言
お
う
。
招
待
状
は
お
送
り
し
た

が
、
行
政
の
長
と
し
て
多
事
に
あ
る
町

長
に
、
ま
さ
か
お
越
し
い
た
だ
け
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
り
が
た
い

返
信
の
葉
書
を
机
上
に
置
き
、
改
め
て

当
日
の
ご
あ
い
さ
つ
を
お
願
い
し
た
。

壇
上
に
立
っ
た
齋
藤
氏
は
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
挨
拶
を
し
て
く
だ
さ

り
、
私
と
私
の
父
に
触
れ
、
ま
た
、
井

川
出
身
で
上
井
河
村
村
長
、
秋
田
魁
新

報
社
長
、
秋
田
市
長
な
ど
を
歴
任
し
た

武
塙
三
山
、
秋
田
が
生
ん
だ
著
名
な

劇
作
家
・
青
江
舜
二
郎
に
も
話
が
及
ん

だ
。
氏
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
う
ち

に
、
目
頭
が
熱
く
な
り
、
や
が
て
壇
上

の
氏
の
姿
が
二
重
三
重
に
ぼ
や
け
た
。

氏
が
町
を
思
う
、
思
い
の
丈
、
そ
の
深

さ
を
う
か
つ
に
も
そ
の
と
き
初
め
て

知
っ
た
。
昨
秋
、
創
業
十
五
周
年
を
期

し
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
齋
藤
町
長
を
お

招
き
し
た
と
こ
ろ
、
代
理
と
し
て
遠
藤

副
町
長
が
列
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
町

長
の
体
調
が
気
に
か
か
っ
た
。

昭
和
か
ら
平
成
に
時
代
が
移
り
、
町

村
の
合
併
が
叫
ば
れ
た
頃
、
ふ
る
さ
と

か
ら
遠
く
離
れ
て
い
な
が
ら
、「
井
川
」

の
名
前
も
い
よ
い
よ
無
く
な
る
か
と
一

抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。

時
代
の
趨
勢
な
の
だ
か
ら
と
、
自
分
を

納
得
さ
せ
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
予
想

に
反
し
、そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。「
最

大
の
課
題
で
あ
っ
た
町
村
合
併
も
結
果

と
し
て
自
立
の
道
を
選
択
し
ま
し
た

が
、
権
力
に
流
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た

か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
り
ま
し
た
」。
遺

言
の
よ
う
な
言
葉
を
肉
声
で
残
し
、
全

力
で
職
務
を
全
う
し
、
ほ
ぼ
二
週
を
措

い
て
天
に
召
さ
れ
た
。
肩
を
揺
ら
し
て

笑
顔
で
ぽ
つ
ぽ
つ
と
話
す
姿
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
齋
藤
正
寧
町
長
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

三浦　衛さん

【
略
歴
】
１
９
５
７
年
、
井
川
町
仲
台
に

生
ま
れ
る
。
学
術
出
版
社
「
春
風
社
」

社
長
。
著
書
に
『
出
版
は
風
ま
か
せ
』

『
父
の
ふ
る
さ
と　

秋
田
往
来
』な
ど
。

横
浜
市
在
住
。

五
日
、
仕
事
始
め
に
行
わ
れ
る
職
員
訓
示
の

場
に
齋
藤
町
長
の
姿
は
無
か
っ
た
。
▼
博
識

で
、
そ
の
知
識
は
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
精
通
。

職
員
の
数
手
先
を
見
通
し
て
物
事
の
立
案
を

求
め
る
も
の
だ
か
ら
太
刀
打
ち
な
ら
な
い
。

後
に
な
っ
て
か
ら
﹁
事
の
意
図
は
そ
こ
に

あ
っ
た
の
か
﹂
と
分
か
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
己
の
勉
強
不
足
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

▼
国
や
県
に
対
し
て
は
厳
し
い
口
調
で
討
論

す
る
。
か
た
や
町
内
に
戻
れ
ば
、
陽
気
で
温

厚
、
そ
の
人
柄
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
分
け
隔
て
な
く
人
と
接
し
、話
好
き
。

在
庁
時
の
町
長
室
で
は
常
に
誰
彼
の
声
が
聞

か
れ
た
。
▼
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
に
行
政
が
存
在
し
う
る
理
由
が
あ

る
の
だ
、
と
事
あ
る
毎
に
職
員
を
叱
咤
し
た

齋
藤
町
長
が
描
く
数
手
先
の
未
来
を
知
る
術

は
も
う
無
い
。
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い

ほ
ど
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
齋
藤
正
寧

町
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。	

け

▼
大
柄
な
体
格
に
低
い

声
で
話
は
じ
め
る
。
時

に
そ
の
声
は
物
事
の
本

質
を
鋭
く
つ
き
、
あ
る

時
に
は
穏
や
か
に
道
理

を
諭
す
。
年
明
け
一
月

編集雑記
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０
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